
な～に谷っ戸ん田 5年目の 40回目 −下草刈り、落ち葉かき− 
とき： 平成 24年 2月 4日(土) 9:30～16:00 
ところ： 谷戸の雑木林 
天気： 晴 
参加者： 藤田、久保、加藤、坂本、磯、高橋、高田(妻)、松下、霧生、丸山、佐々木  
(利)＋優生 (大人:11  子供:1) 
 
■ 午前 
空気は冷たいが、小春日和のやさしい日差し。乾いた枯葉がひなたの匂いを釀している。

とても気持がいい。 
谷っ戸ん田広場上の雑木林をていねいに下草刈りし、倒木の片付け、落葉かきをする。 
落葉がどんどん集まる。うず高く、というよりかどーんとした山ができあがる。 
(石田さんによるとどーんとでかい山は NGで、小山をいくつもつくるのがいいみたい) 
 
今日は子供がいない。(佐々木さんが来たのは午後からです) 
こういう落葉の山にジャンプするとすごく面白いのにね。 
 
11時ぐらいに休憩。藤田さん、松下さん、高橋さんからおみやげの差し入れがある。 
谷戸ファンクラブの人達が設置してくれたログテーブルの上に、おいしそうなお菓子とフ

ルーツが沢山並ぶ。来てよかったなー。 
 
■ お昼 
各自コンビニなどでお弁当を調達してお昼。 
農作業とはあまり関係ないですが、お昼時間のコーヒーの試飲のことを少し。 
 
高橋さんがタイみやげにコーヒーの生豆を持ってきてくれた。 
3年前に植林したコーヒーの木から今年初めて採取できた豆だとのこと。 
更に高橋さんご自身が果肉を外し、洗浄し、乾燥させたオールハンドメイド by 高橋の生
豆であるよ。今日はこいつをここでローストして試飲することになっていたのだった。 
 
磯がローストさせていただきました。それをみんなで試飲。おいしかったです。 
磯のテイスティングレポートは次の通り。 
「フルーツのような甘い香り、味わいは酸味少、甘味強、苦味中。ナッツを思わせる野趣

的な個性があり、飲む人によって好き嫌いがあると思います。濃いめに煎れるのがよい豆

だと思いました。エスプレッソやラテで飲むのが良さそうです。」 
来年もまた試飲したいです。:-) 



 
■ 午後 
コーヒーの後片付けなどで午後作業のスタートはちょっと遅め。14:00ぐらい。 
基本的には午前中と同じ作業を黙々とこなす。 
 
年数がたってすかすかになった倒木は大きさのわりに軽い。 
優生は、このハリボテみたいな倒木をよっこいしょと運ぶのが気にいったみたいだ。 
みんなから「すごいねー」と声を掛けられるからかな。その調子。男子はおだてりゃ木を

運ぶぐらいが愛敬があっていいと思うぞ。 
 
機材(刈り払い 2台、熊手 6本、落葉運び用のメッシュシート 2枚、他)を片付けて、16:00
ごろ作業を終了。 
 


